
　三成発電所は、昭和２８年１０
月１５日の運転開始から地域に
再生可能エネルギーを利用した
電力を供給してきました。しかし、
老朽化のため、島根県企業局が
平成２８年１０月より総事業費約
１３億９千万円をかけてリニュ
ーアル工事を行い、４月９日の竣
工式で運転を再開しました。
　また、三成発電所が取水して
いる「三成ダムは日本初のアー
チダムとして平成２７年に日本土
木学会の土木遺産に認定されて
います。

　町内全地区を走り抜ける「第５回奥出雲ウルトラおろち１００㎞遠足」の前夜祭
が４月１２日に、そして、大会が４月１３日に開催されました。
　前夜祭では、仁多米おにぎりや地酒を堪能し、深田英治一座による「安来節の
唄やどじょう掬い」を見たり、体験しながら、選手同士や町民の方 と々交流を楽しみ
ました。
　翌日の大会には、全国各地から１００㎞の部に５７４人、６０㎞の部に２０２人が参
加し、制限時間となる午後９時までにゴールである役場横田庁舎を目指しました。
　選手たちは、朝夕の寒さと日中の暑さの気温の変化やアップダウンの激しいコー
スを走りながら、１９箇所あるエイドステーションで舞茸おにぎり、甘酒、割子そば、ジビ
エ肉焼きそばなどの奥出雲町の特産品を堪能していました。
　１００㎞の部では、１位の選手が７時間３９分という大会新記録を打ち出されまし
た。大会全体の完走率は、１００㎞の部が86％、６０㎞の部が90％という結果となりま
した。
　沿道には応援旗を持ち、選手にエールを送る姿
が数多く見受けられました。ゴール後の選手のイン
タビューで、沿道からの熱い声援が嬉しかったとい
う声が多く上がっていました。
　１００㎞遠足を通して、奥出雲町のおもてなしに
満足され、選手の方々は帰路に着かれました。

　４月１５日、役場仁多庁舎で
人権擁護委員として活躍された
藤原多加子さんに松江地方法
務局出雲支局の早戸正紀支局
長から法務大臣感謝状が贈呈
されました。 
　藤原さんは平成２１年４月１
日に委嘱されてからおよそ１０
年にわたり、町民の人権擁護や
相談業務、人権思想の普及高
揚に尽力されました。 
　１０年間ありがとうございま
した。 

　今年も４月下旬から５月上旬
にかけ、船通山でカタクリの花
が開花しました。
　連休中は、薄紫の可憐な花を
見るために大勢の登山客が訪
れ、山頂でそれぞれ春の訪れを
満喫していました。これから登
山シーズンが到来します。この
優れた自然の風景地を守り、正
しいマナーで登山を楽しみまし
ょう。

　４月１０日、仁多地域消友会から
奥出雲町と奥出雲町消防団へ日
本消防協会特別表彰纏の展示

　４月２５日、鬼の舌震で奥出
雲町観光協会主催の鬼の舌震
川開き安全祈願祭が行われま
した。地元関係者２０人が出席
し、シーズン中の安全と観光振
興を祈願しました。
　祈願後、三成・三沢幼児園児
によるヤマメの放流が行われ、
「大きくなってね」のかけ声と
共に大馬木川にヤマメを放流し
ました。
　また、今回は約４０年ぶりに
奥出雲町商工会女性部による
鬼の舌震音頭が披露され、祈
願祭を一層盛り上げました。

用ケースが贈呈されました。
　本表彰纏は、永年にわたる火災
予防活動、有事における初期消
火活動などの功績と消防団員の
規律向上、士気高揚に努めた消
防団に対して日本消防協会より贈
られるものであり、平成１２年度日
本消防協会定例表彰式において
仁多町消防団へ授与されていま
した。今後は、奥出雲町役場仁多
庁舎のタウンホールで展示ケース
に収納していますので、消防団の
輝かしい歴史をご覧ください。

　本年２月１５日、「たたら製鉄に
由来する奥出雲の資源循環型農
業」が日本農業遺産に認定されま
した。４月１９日、認定証授与式
が東京・霞が関で開催され、𠮷川
農林水産大臣から奥出雲町農業
遺産推進協議会会長の勝田町長
に認定証が授与されました。
　奥出雲地域は、５００年以上に
わたり、たたら製鉄の原料である
砂鉄を採掘してきた歴史があり、
鉱山の跡地を棚田に再生し、採
掘のための水路やため池を再利
用するなど独自の土地利用により
稲作や畜産を中心とした複合的
な農業が営まれ、景観・地形がユ

ニークであることが評価されまし
た。
　日本農業遺産の認定を受けて、
農産物のブランド化や交流人口
の拡大を目指し、奥出雲の食と農
の魅力、たたら製鉄の歴史文化を
さらに情報発信してまいります。
特に、奥出雲町の特産品である仁
多米、奥出雲和牛、シイタケ、ソバ
などの農林産物の生産振興をは
じめ、都市農村交流や観光客の
誘致による商工業・観光の振興、
また、たたら製鉄や農業とのつな
がりなど、次の世代への継承に向
けて子どもたちへのふるさと学習
など進めてまいります。

　４月１６日、役場仁多庁舎に
てハンガリーへのそろばん寄贈
贈呈式が行われました。平成２６
年、老舗算盤問屋「松屋」から
奥出雲町国際交流協会に対し
約1，000丁のそろばんが寄贈さ
れ、以来、「考えるSZORO -
BAN日本普及会」を経由して、
ハンガリー算盤教育協会へ寄
贈が行われており、今年で５回
目を迎えました。
　ハンガリーでは、そろばんを
通して「考える力」を養うために
学校の授業として取り入れられ
ています。毎年開催されるそろ
ばん全国大会の成績優秀者に
雲州そろばんが贈られており、
ハンガリー産のそろばんと異な
り、はじきやすいそろばんにと
ても感激されるそうです。
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▲東京・農林水産省7階講堂での日本農業遺産認定証授与式の様子

走る100キロ　楽しむ100キロ　光溢れる奥出雲の春

▲早朝５時にスタートした100㎞の部の選手。
　中間地点である役場仁多庁舎へ到着。

▲沿道の声援に応える選手たち。

▲エイドステーションで栄養補給する選手たち。▲役場横田庁舎がゴール。100㎞を制覇。
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日本消防協会特別表彰纏展示用ケース贈呈式

　日本農業遺産は、我が国において将来に受け継がれるべ
き伝統的な農林水産業を営む地域（農林水産業システム）を
農林水産大臣が認定する制度です。今回新たに7地域が認定
され、日本農業遺産の認定地域は、15地域となりました。

まとい

まとい

まとい

まとい

よしかわ

広報 奥出雲 2広報 奥出雲3


